
22世紀につながる県政に！　糟屋郡7町の未来に全力トライ！　古い政治に強烈タックル！

⇧予算特別委員会で質問に立つ冨永

●福岡県議会2023年2月定例会『概要』

　糟屋郡7町（宇美町・粕屋町・篠栗町・志免町・新宮町・須恵町・久山町）に
お住いの皆さま、こんにちは！　糟屋郡選出の県議会議員の冨永よしゆきです。
　
引き続き、糟屋郡、福岡県の発展と住民福祉の向上のために全力を尽くして参ります。
3月31日告示の福岡県議会議員選挙（糟屋郡）は、無投票となりました。
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＜主な質問項目＞
・人口減少時代における本県の対応について
・動物霊園事業者に対する本県対応について
・省エネ住宅の普及促進について

新年度予算の概要は
コチラ⇨

　2月定例会は、2月20日（月）~3月20日（月）までの29日間の会期
で開かれました。開会日に来年度の予算議案20件と本年度の補正
予算議案1件、条例議案20件、契約議案10件など計57議案が提案
されました。2月28日に本年度の補正予算議案12件、条例議案1件
など計24議案が追加提案されました。令和5年度の当初予算は、
総額で2兆1,975億円です。
　また、今議会で提案された主な条例案は、福岡県こども育成基金
条例の全部を改正する条例、福岡県手話言語条例の制定を求める
条例案などです。代表質問、各常任委員会、予算特別委員会にて
質疑応答が行われ、早期議決を求められた24議案は3月7日に、他
57議案は、閉会日3月20日にいずれも本会議で議決されました。

●県道筑紫野古賀線『門松交差点』周辺のバイパス化が完了！
4月25日（火）主要地方道『筑紫野古賀線』の「須恵・
粕屋2工区」の開通式が執り行われました。『JR福北
ゆたか線』と『県道607号線』が立体交差する当該
区間（約1.6㎞）では、4車線のバイパス化、道路改良
事業が約20年の歳月を経て完了しました。

　今回の開通によって、須恵町役場~福岡IC間の
移動時間が約9分短縮されると予測されています。
　今後は、周辺の信号機の調整等によって、県道607
号線側の混雑解消も見込まれます。渋滞緩和により、
温室効果ガスの削減、警察署や消防署から出動する
緊急車両の現場到着時間の短縮など、安心安全な糟
屋地域が更に広がっていくものと確信しています。

2023年　　月　　日　　時頃　ご挨拶に参りました。

⇧福岡県土整備事務所提供

⇦⇧雨の中の開通式でした。



■県立福岡高等学校（高 54 回卒・ラグビー部）
■早稲田大学（アジア社会論 /ラグビークラブ）
■株式会社博多大丸（販促企画 /物産展等担当）
□立憲民主党福岡県第 4区総支部代表代行
□福中・福高同窓会顧問
□妻、長男（8）、長女（5）と篠栗町乙犬在住

冨永 芳行（39 歳・当選 2回）

●JR香椎線『伊賀踏切』歩行者スペースのカラー化が完了！

交通政策の推進でよりよい糟屋地域の未来を！交通政策の推進でよりよい糟屋地域の未来を！

動画は、1:06から再生して頂けますと
糟屋郡についての質問箇所をご覧頂けます。⇨⇧12月議会代表質問時の様子

●『地域公共交通事業振興議員連盟』設立＆知事へ要望！

⇧電光掲示板が撤去され、小型端末
が設置された。視認性が低下した。

⇧ゴミ箱が撤去され、ホームや線路内にゴミが散乱して危険。

　少子高齢化や新型コロナ感染症によるライフスタイルの変化が交通事業者の経営悪化を招いています。
最近では、鉄道やバス事業者等による減便や路線の廃止、窓口業務の簡略化や駅の無人化等、サービスの
削減等が顕著になっています。
　県議会では、3月に超党派で「福岡県地域公共交通事業振興議員連盟」を設立し、交通事業者への働きか
けや住民の移動手段・利便性確保等に取り組む市町村への支援を求める「地域公共交通の維持・再構築等
に関する要請書」を知事へ提出しました。今後、課題解決とその取り組みに期待しています。
　冨永も「福北ゆたか線沿線活性化議員連盟」副会長として、「JR門松駅」の無人化に対して、住民の方の
利便性や安全性が損なわれることのない様に、本会議での質問、県交通政策課を通じて改善要望を続けて
います。一方で、安易な人件費の削減などで従事されている方の暮らしにしわ寄せがいかないように公共交
通を地域全体で守っていくことが重要と考え、各方面に働きかけてまいります。

　昨年12月定例会の会派代表質問で、冨永が地元
課題として『糟屋郡内の県道の渋滞対策と通学路の
安全確保』について服部知事に直接要望しました。
その中で、県道伊賀仲原線(粕屋町)の伊賀踏切に
ついて、現状の危険性を指摘し早期の安全対策を
要望していましたが、本年1月に、応急措置として、
踏切内の歩行者スペースをカラー舗装化したとの
報告を受けました。引き続き、地元の皆さまのお声を
聞かせて頂き、踏切の改良を含め、県道伊賀仲原線
の安全対策を要望し続けて参ります。


